
リモートプレゼンスの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 仮想 KVMの管理, 1 ページ

• 仮想メディアの設定, 4 ページ

• Serial Over LANの管理, 5 ページ

仮想 KVM の管理

KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウスの直接接続をエミュレートします。 KVMコンソールを使用すると、リモートの
場所からサーバに接続できます。サーバに物理的に接続された CD/DVDドライブまたはフロッ
ピードライブを使用する代わりに、KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮
想 CD/DVDドライブまたはフロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたは
ディスクイメージファイルです。次のいずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータの USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用して、オペレーティングシステムまたはハイパーバイザをサーバにイン
ストールし、次を実行できます。

•ブートアップ中に F2キーを押して、BIOSセットアップメニューにアクセスします。

•ブートアップ中に F8キーを押して、CIMC Configuration Utilityにアクセスします。

•ブートアップ中に Ctrlキーと Hキーを押して、WebBIOSにアクセスし、RAIDを設定しま
す。
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仮想 KVM の設定

はじめる前に

仮想 KVMを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

KVMコマンドモードを開始します。Server# scope kvmステップ 1   

仮想KVMをイネーブルまたはディセーブルに
します。

Server /kvm # set enabled {yes
| no}

ステップ 2   

暗号化をイネーブルにすると、サーバはKVM
で送信されるすべてのビデオ情報を暗号化しま

す。

Server /kvm # set encrypted
{yes | no}

ステップ 3   

KVM通信に使用するポートを指定します。Server /kvm # set kvm-port portステップ 4   

ローカルビデオが [yes]である場合、KVMセッ
ションはサーバに接続されているすべてのモニ

タにも表示されます。

Server /kvm # set local-video
{yes | no}

ステップ 5   

許可されているKVMの同時セッションの最大
数を指定します。 sessions引数は、1～ 4の範
囲の整数になります。

Server /kvm # set max-sessions
sessions

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

Server /kvm # commitステップ 7   

（任意）仮想 KVMの設定を表示します。Server /kvm # show [detail]ステップ 8   

次に、仮想 KVMを設定し、その設定を表示する例を示します。
Server# scope kvm
Server /kvm # set enabled yes
Server /kvm *# set encrypted no
Server /kvm *# set kvm-port 2068
Server /kvm *# set max-sessions 4
Server /kvm *# set local-video yes
Server /kvm *# commit
Server /kvm # show detail
KVM Settings:

Encryption Enabled: no
Max Sessions: 4
Local Video: yes
Active Sessions: 0
Enabled: yes
KVM Port: 2068

Server /kvm #
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次の作業

GUIから仮想 KVMを起動します。

仮想 KVM のイネーブル化

はじめる前に

仮想 KVMをイネーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

KVMコマンドモードを開始します。Server# scope kvmステップ 1   

仮想 KVMをイネーブルにします。Server /kvm # set enabled yesステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

Server /kvm # commitステップ 3   

（任意）仮想KVMの設定を表示します。Server /kvm # show [detail]ステップ 4   

次に、仮想 KVMをイネーブルにする例を示します。
Server# scope kvm
Server /kvm # set enabled yes
Server /kvm *# commit
Server /kvm # show
Encryption Enabled Local Video Active Sessions Enabled KVM Port
------------------ ---------------- --------------- ------- --------
no yes 0 yes 2068

Server /kvm #

仮想 KVM のディセーブル化

はじめる前に

仮想KVMをディセーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

KVMコマンドモードを開始します。Server# scope kvmステップ 1   

仮想 KVMをディセーブルにします。Server /kvm # set enabled noステップ 2   

仮想KVMをディセーブルにすると仮想
メディア機能へのアクセスがディセーブ

ルになりますが、仮想メディアがイネー

ブルであれば仮想メディアデバイスは

切断されません。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

Server /kvm # commitステップ 3   

（任意）仮想 KVMの設定を表示します。Server /kvm # show [detail]ステップ 4   

次に、仮想 KVMをディセーブルにする例を示します。
Server# scope kvm
Server /kvm # set enabled no
Server /kvm *# commit
Server /kvm # show
Encryption Enabled Local Video Active Sessions Enabled KVM Port
------------------ ---------------- --------------- ------- --------
no yes 0 no 2068

Server /kvm #

仮想メディアの設定

はじめる前に

仮想メディアを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

仮想メディアコマンドモードを開始します。Server# scope vmediaステップ 1   

仮想メディアをイネーブルまたはディセーブルに

します。デフォルトでは、仮想メディアはディ

セーブルになります。

Server /vmedia # set enabled
{yes | no}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

仮想メディアをディセーブルにすると、

仮想CD、仮想フロッピー、および仮想
HDDデバイスがホストから切断されま
す。

（注）

仮想メディアの暗号化をイネーブルまたはディ

セーブルにします。

Server /vmedia # set encrypted
{yes | no}

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

Server /vmedia # commitステップ 4   

（任意）仮想メディアの設定を表示します。Server /vmedia # show [detail]ステップ 5   

次に、仮想メディアの暗号化を設定する例を示します。

Server# scope vmedia
Server /vmedia # set enabled yes
Server /vmedia *# set encrypted yes
Server /vmedia *# commit
Server /vmedia # show detail
vMedia Settings:

Encryption Enabled: yes
Enabled: yes
Max Sessions: 1
Active Sessions: 0

Server /vmedia #

次の作業

KVMを使用して、仮想メディアデバイスをホストに接続します。

Serial Over LAN の管理

Serial Over LAN
Serial over LAN（SoL）は、IPを介した SSHセッションを利用して、管理対象システムのシリア
ルポートの入力と出力をリダイレクトできるようにするメカニズムです。 SoLは、CIMC経由で
ホストコンソールに到達するための手段となります。

Serial Over LAN に関するガイドラインおよび制約事項
SoLにリダイレクトするには、サーバコンソールに次の設定が含まれている必要があります。

•シリアルポート Aへのコンソールリダイレクト

•フロー制御なし
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• SoLに設定されたのと同じボーレート

• VT 100ターミナルタイプ

•レガシー OSのリダイレクトのディセーブル化

SoLセッションは、ブートメッセージなどの行指向の情報や、BIOS設定メニューなどの文字指向
の画面メニューを表示します。サーバでWindowsなどのビットマップ指向表示のオペレーティン
グシステムやアプリケーションが起動されると、SoLセッションによる表示はなくなります。
サーバで Linuxなどのコマンドライン指向の Operating System（OS;オペレーティングシステム）
が起動された場合、SoLセッションで適切に表示するためにOSの追加設定が必要になることがあ
ります。

SoLセッションでは、ファンクションキー F2を除くキーストロークはコンソールに送信されま
す。 F2をコンソールに送信するには、Escapeキーを押してから 2を押します。

Serial over LAN の設定

はじめる前に

SoLを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

SoLコマンドモードを開始します。Server# scope solステップ 1   

このサーバでSoLをイネーブルまたはディセー
ブルにします。

Server /sol # set enabled {yes |
no}

ステップ 2   

システムが SoL通信に使用するシリアルボー
レートを設定します。

Server /sol # set baud-rate {9600
| 19200 | 38400 | 57600 | 115200}

ステップ 3   

このボーレートは、サーバのシリア

ルコンソールで設定したボーレート

と一致する必要があります。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

Server /sol # commitステップ 4   

（任意）SoLの設定を表示します。Server /sol # show [detail]ステップ 5   

次に、SoLを設定する例を示します。
Server# scope sol
Server /sol # set enabled yes
Server /sol *# set baud-rate 115200
Server /sol *# commit
Server /sol # show
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Enabled Baud Rate(bps)
------- ---------------
yes 115200

Server /sol #

Serial Over LAN の起動

手順

目的コマンドまたはアクション

リダイレクトされたサーバコンソールポートへの

SoL接続を開始します。このコマンドは、どのコマ
ンドモードでも入力できます。

Server# connect hostステップ 1   

次の作業

Ctrlキーと Xキーを押して SoLから切断し、CLIセッションに戻ります。

SoLをイネーブルにすると、シリアルポートからの出力がリダイレクトされます。このため、
Cisco IOS CLIを使用してホストのセッションに入ろうとすると、出力は表示されません。

（注）
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